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本セッションの概要 

  2003年からSPI活動を本格化してきたが、開発現場への改善意識が浸透せ
ず、積極的な活動ができていない 

  2006年当時の現場は、SPI活動に懐疑的であり、仲間意識も薄い状況 

『現場の改善が無く向上しない企業は、衰退する』 

  SPI活動を組織的な活動にする為、2008年にSPI活動の取り組み方を見直
し、徹底的な現場への貢献と成果を追求するように転換 

 その結果、SPI活動の共通認識と必要性が組織全体に認識され、2013年 組
織長を主体とした活動に至る 

本セッションでは、SPI活
動が組織活動として 
定着に至った改善事例を
紹介します 
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改善前の状態と、それをもたらした原因 

・何故、良い手法が分かっ
てもらえない 

・現場は勝手にしている 

・勝手な規定を作っている 
・今が問題なのに、悠長に
構えている 

・現場は言う事を聞かない 
・改善の意識が足りない 

開発を成功させようとする志
を持った仲間では無い 

齟齬 

・SPI推進者
(SEPG) 

・開発担当者 
・組織長 

・新手法や規約の紹介 
・他社事例の収集と紹介 
・概念レベルの規約作り 
・最後は現場が考える 

・今、困っている事がある 
・今、QCD確保が必要 
・現場のやり方がある 
・具体性が必要 
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計画した変更内容 

活動目的を見直す： SPI活動は何が求められ、 

何を目標とすべきかを見直した 
 

– QCDを達成する為に、プロセス・考え方・やり方 を改善する 

– プロジェクトを成功させ、事業目標が達成できる様にする 

– 開発は、開発者や管理者がしている。開発者・管理者が困っ
ている事を解決する 

– 部分的な改善ではなく全体を見て改善の手を打つ 

点検： SPI活動と称して、 
 

- 気になった手法・規約の押しつけ だった! 
- 改善では無く、教育や評論 だった！ 
- 現場を視ず コトを進めていた！ 
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計画した変更内容 

活動方針： SPI活動を、開発現場の課題に対する 

迅速な貢献に切り替え、以下を柱として実行 
 

- プロジェクトに飛び込み、積極的に担当者と話をする 

- 必ず『プロセス』・『スキル』・『手段(ツール)』の 
三つを考慮した改善策を提案し実行する 

- 大きく複雑な課題でも、一緒になって改善策を考え実行する 

- 「できない、難しい」を、「できる、やりやすくなった」と、 
現場が変わる事を追求する 

 

- 個別最適にならいよう、プロセス間の連携を把握して改善を進める 

- 偏りが無いように、数年で改善プロセス領域を一巡する 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

全
体 
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実施内容 

現場が理解しやすく、全体像が分かるSPIプロセス領域を定義 

CMMI成熟度レベルとプロセス領域 

現場で利用している開発工程図 

PMBOK  プロジェクトマネジメント・プ
ロセス群 

知識エリア 立上げ 計画 実行 監視・コントロール 終結

プロジェクト統合マネジメント
・プロジェクト憲章作
成

・プロジェクトマネジ
メント計画書作成

・プロジェクト実行の
指揮・マネジメント

・プロジェクト作業の監視
コントロール
・統合変更管理

・プロジェクトの終結

プロジェクト・スコープ・マネ
ジメント

・要求事項収集
・スコープ定義
・WBS作成

・スコープ検証
・スコープ・コントロール

プロジェクト・タイム・マネジ
メント

・アクティビティ定義
・アクティビティ順序
設定

・スケジュールコントロー
ル

プロジェクト・コスト・マネジメ
ント

・コスト見積もり
・コストの予算化

・コスト・コントロール

プロジェクト品質マネジメント ・品質計画 ・品質保証 ・品質管理

プロジェクト人的資源マネジ
メント

・人的資源計画書
作成

・プロジェクトチーム
編成
・プロジェクトチーム

プロジェクト・コミュニケーショ
ン・マネジメント

ステークホルダー特
定

コミュニケーション計
画

・情報配布
・ステークホルダー
の期待のマネジメン

実績報告

プロジェクト・リスク・マネジメ
ント

・リスク・マネジメント
計画
・リスク特定

・リスクの監視・コントロー
ル

プロジェクト調達マネジメント ・調達計画 ・調達実行 ・調達管理 ・調達終結
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実施内容 

プロジェクト会議やチーム定例に参加し、開発・評価・管理全般
における課題に対する改善を進んで実施 

開発担当者や上級管理職と、課題や疑問、どの様な状態が望
ましいか等を話し、ニーズを知りやゴールを置く 

プロジェクト終盤の品質問題に参画し、品質施策を実施 

半期毎に、重点改善プロセス領域を決め、その領域に対する課
題を抽出し、改善を実施 

自席を、開発者の近くや列の末端にして、話しやすい様にする 

…6年間で 約40件の改善を実施 
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SPI 改善事例(‘08-’13) 

ソフトウェア開発プロセス： 製品化開発フェーズ 

ピアレビュー： 計画策定 実施 活動の監査と分析 

外注管理： 外注先選定 外注先管理計画 外注先進捗管理 外注成果物の納入 

要件管理 仕様書作成 要件の変更管理 

        SW進捗管理： 
 

進捗管理実施 

開
発
プ
ロ
セ
ス 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理 

ＳＱＡ： 組織ＳＱＡ計画の作成 
ＰＪにおける 
品質保証活動の計画 ＳＱＡ活動 ＳＱＡ活動状況の確認 

組
織 

ＳＰＩ活動 

トレーニング 

リスク管理 

ＳＷプロジェクト計画： 
 

概略計画策定 計画策定 開発構想検討段階 
計画改訂 プロジェクト実施記録・完了報告・評価 見積りガイド 

構成管理： 構成管理計画の策定 ベースライン化実施 
構成管理 
ステータス監査 

リリースの実施および 
ベースライン化実施 構成管理ライブラリ構築 

ソフトウェア開発プロセス： 先行開発フェーズ 

先行要素開発 プラットフォーム開発 ソフトアーキテクチャ開発 

ソフトウェア 
設計 
（基本設計） 

コーディング 
ソフトウェア 
システム試験 
（結合試験） 

システム設計 
（構想設計） 

要求分析 
（製品/SW） 

プログラム設計 
（詳細設計） 

プログラム試験 
（単体試験） 総合試験 システム試験 システム認定 

（システム試験ＴＦ） リリース ＰＪ評価 概略計画 
立案 

要
素

チ
ー
ム

管
理 

要素チームＳＷ開発計画： 要素チームＳＷ進捗管理： 

要素チーム構成管理： 

仕様決定プロセス 

インフラ 

コミュニケーション 

変更管理 
リビジョン管理 

定量的管理 

開発の流れ 

組織プロセス定義 

組織プロセス実績 

要求情報の一元管
理と体系化 

設計工数削減。オブジェクト間
の静的関連情報の活用 

コード品質向上。解
析運用の確立 

評価試験・市場対応にお
けるデバッグ手段の改善 

Case Study運用
の見直し 

海外サイトとの
構成管理確立 

評価による品質把握
と原因分析の運用 

海外拠点のSPIと連携した開発
力強化への取り組み 

テスト・検証 受け入
れの明確化 

PJ管理業務
改善 

レビュー実施の明
確化と手段の改善 レビュー記録可視

化とフォロー体制 

予定外のコード変更
の監視体制 

プロジェクト完了報告
の運用の明確化 

継続的改善(CI)実施に
向けた取り組み 

PJ計画書の 
活用方法 

遅延PJ参画による各種
取り組みの実践 

リアルタイムな評価結
果の集計と分析 

リアルタイムな達成品質
の把握と必要な修正項
目の分析 

合同開発案件対す
るPJ運用への参画 

ベースライン情報の
活用と実施継続化
への運用定義 

海外拠点との情報伝達の
強化。VPN網の構築 

新開発へのシフト教
育(OO,C++) 

環境コスト削減。仮
想開発環境の構築。 

実機レス環境利用
促進の為の活動。 

変更要求と成果物管理の
徹底とデータ活用 

タスク管理の運用定
義と情報収集の構築 

ローカル(チーム内) 
WorkSetの運用定義 

単体試験の目的と
管理シートの作成 

UML/XMLの活用
とツールの導入 

海外評価拠
点立ち上げ 

‘08 

ポータルサイト
立ち上げ 

新規ビルド環
境立ち上げ 

‘09 ‘10 ‘11 ‘12 ‘13 

PJを成功させる為の
品質計画の作成 

PJ管理の運
用検討 

大規模ユーザの 
性能検証と分析の確立 

要求仕様、外部
仕様書 品質向上 

組織SPI活動 
のサポート 

図説： 実施内容 
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実施事例1: 海外拠点との成果物品質管理 

海外拠点での開発において、国内と同等の品質確保が課題であった。しかし、
当時、成果物のバージョン管理のみしか行っておらず、変更管理や承認ルーチ
ンは暗黙知で不明確であった。 

プロセス：承認までに必要なプロ
セスとプロシージャをCM Planとし
て定義 

ツール： 定義したCM Planのプロ
セスを管理できる構成管理ツール
を構築 

スキル： 全開発メンバへCM Plan
とツールの説明会を実施し、品質
意識の向上を図る 

現場の課題 

解決策 

結果 

品質確保に必要なプロセスを明確にし、
そのプロセスを維持・管理できるインフ
ラを構築。何をすべきかが明確になり、
且つ 成果物のトレースが可能となった。 

主担当：1名 
期間：3ヶ月 

苦労/工夫した点： 
プロセス定義の際、各リーダ/開発者

の声を聞き、現場が納得するまでプ
ロセスの検討を進めた点 
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実施事例1: 海外拠点との成果物品質管理 
プロセス: CM Plan ツール: Dimensions 
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実施事例2: 評価結果の報告と修正による品質見込み計算の 
リアルタイム化 

複数拠点で評価試験が行われ、評価結果のマージや確認作業に時間を要して
いた。その為、夕方の設計へのフィードバック会議に間に合わず、修正検討が
遅延していた。 

プロセス：何時、誰が、何の目的
で、何を見るべきかを明確化 

ツール： リアルタイムに評価結果
や修正による見込み品質を出力
できるように、DBとBI環境を構築 

スキル：関係者へレポート情報の
活用方法とツールの利用方法に
ついて説明会を実施 

現場の課題 

結果 

リアルタイムに評価結果が集計できる環
境を整備。評価途中や評価完了直後に
設計へのフィードバック会議が開催可能
となり、時間的ロスが無くなった。 

苦労/工夫した点： 
・誰が何の責任でデータを見ているかが不
明確だった為、これを明確にしていった点 
・評価結果から修正情報までを一貫して確
認できる様、データモデルを定義した点 

主担当：1名 
期間：2ヶ月 

解決策 
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実施事例2: 評価結果の報告と修正による品質見込み計算の 
リアルタイム化 

評価シート 

修正情報 

評価結果 

データ 

構成管理情報 

Dr.Sum EA Datalizer 

集計とレポート、分析環境 

レポート定義、データモデル ツール: Dr.Sum EA 

インポート 

モデル化 
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実施事例3: 拠点間の情報伝達向上 

海外拠点の開発依存が高くなり、情報量の増加や、設計情報などを伝える必要
が増え、情報伝達の質に対する要求が高くなっていた。しかし、電話会議やテレ
ビ会議が主な通信手段の為、時間内に正しく情報が伝わらない場合がある。 

プロセス：どのような情報をやり取
りする場合に、どのインフラを用い
るべきかの運用を定義 

ツール：IT部門と共に、会社が認
めるツールを調査し導入 

スキル：情報伝達の向上が作業
効率を上げる事を理解して貰う為、
事例やツールの利用方法、運用
プロセスに関して説明会を実施 

現場の課題 

解決策 

結果 

会社が認めるNetMeetingのツールを導
入し、情報伝達の量と質を向上した。会
議時、画面を共有する事により、情報欠
落や認識違いを防止できるようになった。 

苦労/工夫した点： 
スタッフ部門等、部門を跨いだ調整
が必要だったが、担当者と直接会い、
開発の仲間意識を持って検討を実
施し、早期の構築を達成 

主担当：1名 
期間：2ヶ月 
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実施事例3: 拠点間の情報伝達向上 

運用説明:  WebEx User Guide ツール:  WebEx 

インターネット 
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変更後の状態や改善効果 
・SPI推進者
(SEPG) 

・開発担当者 
・組織長 

・具体的な改善策を提案し 
実行する 

・現場が変わる事を追求する 
・今、困っている事がある 
・今、QCD確保が必要 

・生産性向上に何が必要
か考えるべきだ 

・現場のやり方を変える
必要もある 

お！少しは、現場の タメに
なる事をするようになったな 

* やってもらって当然の雰囲気 

困った事があればSEPGに
相談したり、任せてみよう  

* 現場で、プロセスや改善に関
する質問や相談がではじめる 

* 今のやり方に課題意識を持
つ担当者が現れる 

事業の中期計画を考える際、 
SPI活動計画も連動して検討
すべきだ 
SEPGのスキルは、組織長

の一つのスキルとして保有さ
せたい 

現場の意識変化 

2010年 

2012年 

・スコープの定義や、具体
的な改善策を一緒になっ
て考える 
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変更後の状態や改善効果 

専制的 

SEPGとして集められた担当者
が改善を実施する体制 

民主的 
組織長がプロセス領域の
責任者 
事業計画から、何を 
『改善』すべきかを抽出 
組織メンバを活用し、どう
『改善』すべきかを検討 

事業計画 

2013年以前の体制 

2013年下期 以降の体制 

体制変更 
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変更後の状態や改善効果 

活動方針：  
 

– 作業の「目的」を意識し、状況の変化に応じて「作業のあるべき姿」 
を考え、変化している状態にする 

– 事業計画をSPI活動のBSCへ展開し、目標のKGI/KPIを達成する為に 
改善を推進している状態にする 

– Agile開発, IPD(Integrated Product Development :IBM) 等 を参考にし、
開発工程の見直しや改革を、実行している状態にする 

SPI活動目的： 
 

事業計画を確実に達成する為に、 
 新しい取り決めや既存のやり方を向上させ、 
  目標に向けて担当者が実行できる状態にする 

・BSC(Balanced Score Card): 財務の視点・顧客の視点・業務プロセスの視点・ 
成長と学習の視点  を加味した評価手法 

・ＫＧＩ(Key Goal Indicator): 最終的な成果指標 
・KPI(Key Performance Indicator): KGIを達成すべき業務推進上の中間指標 

2013年下期 以降 
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まとめ   SPI活動の活性化と組織定着 から見えたもの. SEPGは… 

化学
反応 

熱 

目的,課題, 
手法 … 

配合 

調査 

継続 

化学
反応 

触媒 

白金(Platinum)  
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まとめ 

SEPGの情熱と実行力が、 

SPI活動の組織定着への原動力である 

絶えず、現場のウォンツを意識したSPI活動ができれば、成功する 
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ご清聴ありがとうございます 
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注意事項 

 SEPGTMは、カーネギーメロン大学の商標です 

 CMMI ® は、カーネギーメロン大学の米国における登録商標です 

 PMBOKは米国のプロジェクトマネジメント協会（PMI）の登録商標です 

 Dr.Sum EA / Dr.Sum EA Datalizer / Motion Board は、ウイングアー
ク１ｓｔ 株式会社の商標・登録商標です 

 Dimensionsは、米国Serena Software, Inc.および/または米国とその
他の国における登録商標です 

 WebExは、米国Cisco Systems, Inc.および/または米国とその他の国
における登録商標です 

 その他、製品名、名称等の固有名詞は各社の登録商標または商標
である場合があります 

本資料の著作権は、東芝テック株式会社にあります 
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